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竹の器つくりから始める「流しそうめん」

　　　　　　　　　　　　　　（市野川）

竹の器つくりから始める「流しそうめん」

　　　　　　　　　　　　　　（市野川）

竹の器つくりから始める「流しそうめん」

　　　　　　　　　　　　　　（市野川）



　
議
会
選
出
の
監
査
委
員
岩

瀬
洋
男
氏
の
後
任
に
丸
昭
氏

を
選
任
し
よ
う
と
す
る
も
の

問
１
件
、
請
願
３
件
、
発
議

案
３
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
議
案
５
件
、

発
議
案
３
件
及
び
諮
問
１
件

し
た
の
で
、
そ
の
承
認
を
求

め
よ
う
と
す
る
も
の

◆
議
案
第
19
号
　
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
勝
浦
市
過
疎
地
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
）

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
措
置

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
平
成
26
年
３
月
31
日
に
公

布
さ
れ
、
同
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

勝
浦
市
過
疎
地
域
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
と

認
め
、
去
る
４
月
１
日
に
専

決
処
分
し
た
の
で
、
そ
の
承

認
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の

◆
議
案
第
20
号
　
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
本
定
例
会
で
は
、
条
例
の

制
定
、
一
部
改
正
及
び
平
成

26
年
度
補
正
予
算
な
ど
市
長

提
出
議
案
５
件
の
ほ
か
、
諮

が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、

請
願
３
件
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
期
定
例
会
で
は
、
総
務

常
任
委
員
会
を
６
月
16
日
、

教
育
民
生
常
任
委
員
会
を
６

月
17
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
審
査

結
果
が
６
月
19
日
の
本
会
議

で
各
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ

可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　◆
議
案
第
21
号
　
勝
浦
市
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
平
成
26
年
３
月

31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
本
条
例
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す

る
も
の

◆
議
案
第
24
号
　
平
成
26
年

度
勝
浦
市
一
般
会
計
補
正
予

算　
歳
入
歳
出
予
算
及
び
地
方

債
の
補
正
で
、
歳
入
歳
出
予

算
に
お
い
て
は
、
既
定
予
算

に
４
億
３
千
956
万
９
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
106
億

◆
議
案
第
18
号
　
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
勝
浦
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
）

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
平
成
26
年
３
月

31
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年
４

月
１
日
か
ら
一
部
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
勝
浦
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
緊

急
を
要
す
る
も
の
と
認
め
、

去
る
４
月
１
日
に
専
決
処
分

　
平
成
26
年
６
月
定
例
会
は
、

６
月
９
日
か
ら
６
月
19
日
ま

で
の
会
期
11
日
間
で
開
か
れ

ま
し
た
。

議　会　だ　よ　り 平成２６年８月(２)第１５０号

　
平
成
26
年
５
月
臨
時
会
が
５
月
20
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
、
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
市
長
提
出
議

案
３
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
岩
瀬
義
信

氏
が
、
副
議
長
に
岩
瀬
洋
男
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。



第
13
回
勝
浦
港
カ
ツ
オ
ま
つ
り

３
千
356
万
９
千
円
と
す
る
も

の　
地
方
債
に
お
い
て
は
、
消

防
施
設
整
備
事
業
債
ほ
か
２

件
の
追
加
及
び
（
仮
称
）
市

民
文
化
会
館
建
設
事
業
債
の

限
度
額
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
も
の

◆
議
案
第
22
号
　
勝
浦
市
芸

術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置

管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
よ

う
と
す
る
も
の

◆
議
案
第
23
号
　
勝
浦
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
平
成
26

年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の

◆
議
案
第
25
号
　
平
成
26
年

度
勝
浦
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
補
正
で
、
歳
入
歳
出
予

算
に
お
い
て
は
、
既
定
予
算

に
175
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
28
億
５
千
490
万
９
千

円
と
す
る
も
の

◆
請
願
第
１
号
　
「
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に

関
す
る
請
願

◆
請
願
第
２
号
　
「
国
に
お

け
る
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す

る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る

請
願

◆
請
願
第
３
号
　
手
話
言
語

法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

◆
諮
問
第
１
号
　
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
　

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と

し
て
次
の
方
を
法
務
大
臣
に

推
薦
す
る
に
あ
た
り
議
会
の

意
見
を
求
め
よ
う
と
す
る
も

の氏
名
　
谷
　
敏
夫

住
所
　
勝
浦
市
大
楠
１
１
９

　
　
　
２
番
地

年
齢
　
64
歳

※
年
齢
は
、
平
成
26
年
８
月

15
日
現
在

　
議
員
提
案
に
よ
り
発
議
が

３
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
発
議
案
第
４
号
　
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書

◆
発
議
案
第
５
号
　
教
育
予

算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

◆
発
議
案
第
６
号
　
手
話
言

語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　
発
議
案
第
４
号
、
第
５
号

及
び
第
６
号
は
全
員
賛
成
で

可
決
さ
れ
、
意
見
書
に
つ
い

て
は
、
関
係
行
政
庁
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
市
長
か
ら
２
件

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
報
告
第
１
号
　
平
成
25
年

度
勝
浦
市
一
般
会
計
継
続
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　
（
仮
称
）
市
民
文
化
会
館

建
設
事
業
に
係
る
経
費
１
千

652
万
２
千
916
円
を
平
成
26
年

度
へ
繰
り
越
す
も
の

◆
報
告
第
２
号
　
平
成
25
年

度
勝
浦
市
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
ほ
か
９
件
に
係
る
経

費
２
億
８
千
354
万
千
500
円
を

平
成
26
年
度
へ
繰
り
越
す
も

の

議　会　だ　よ　り 第１５０号（３）平成２６年８月



11
　
日

鈴木 克己  議員

　１.地籍調査について

磯野 典正  議員

　１.国際武道大学との連携について

根本　 譲  議員

　１.成人用肺炎球菌ワクチンの定期化について

　２.Ｂ型肝炎ワクチンとロタウイルスワクチン

　　 の助成について

藤本　 治  議員

　１.人口減少の現状認識と対策について

　２.子ども医療費助成制度の拡充について

　３.水道料金の値下げについて

　４.デマンド型乗合タクシーへの移行について

　５.市政アンケートに寄せられた市民の声について

　６.教育委員会制度の改悪について

戸坂 健一  議員

　１.再生可能エネルギーの導入について

　２.沿岸漁業におけるサメ被害対策について

　３.忠霊塔の管理と今後について

佐藤 啓史  議員

　１.外部人材の活用について

６月１１日・１２日の２日間、市政全般について一般質問が行われました。

12
　
日

議　会　だ　よ　り第１５０号 　平成２６年８月（４）



一般質問の記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。全文は勝浦市議会会議録をご覧下さい。

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
図
っ

て
お
り
ま
す
が
、
任
意
の
予

防
接
種
で
あ
る
事
、
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な

感
染
率
の
高
い
疾
病
で
な
い

こ
と
か
ら
接
種
率
が
低
い
と

推
測
さ
れ
る
。

　
　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

　
　
チ
ン
の
接
種
向
上
の
取

り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
現
在
は
、
65
歳
以
上
の

　
　
接
種
者
に
対
し
て
、
２

千
円
の
助
成
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
５
歳
刻
み
の
年

齢
の
方
を
対
象
に
成
人
用
肺

炎
球
菌
の
定
期
接
種
化
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

本
年
７
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
省
令
改
正
を
踏
ま
え
、
接

種
対
象
者
の
範
囲
及
び
接
種

回
数
や
、
茂
原
市
で
実
施
し

て
い
る
予
診
券
の
取
り
扱
い

も
含
め
、
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
二
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
と

　
　
も
乳
幼
児
の
命
を
守
る

予
防
ワ
ク
チ
ン
で
あ
り
ま
す
。

他
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
本
市
で
は

実
施
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

勝
浦
市
の
２
ワ
ク
チ
ン
に
対

す
る
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
　
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

伺
う
。
平
成
25
年
度
よ
り
実

施
要
綱
が
変
わ
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
戸
別
通
知
を
し

て
い
る
の
か
。

　
又
本
市
の
接
種
率
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
対
象
者
全
員
に
戸
別
通

　
　
知
及
び
問
診
票
を
送
付

し
、
接
種
者
に
対
し
て
千
円

の
助
成
を
行
い
、
積
極
的
な

予
防
接
種
の
勧
奨
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
平
成
25
年
度

に
お
い
て
47
・
６
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
本
市
に
お
い
て
イ
ン
フ

　
　
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

高
い
接
種
率
に
比
べ
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

率
は
低
い
と
思
う
が
原
因
は
。

　
　
本
市
に
お
い
て
平
成
25

　
　
年
度
の
接
種
者
は
347
名

接
種
率
４
・
８
％
と
な
っ
て

お
り
市
と
し
て
広
報
・
ホ
ー

　
　
２
ワ
ク
チ
ン
と
も
疾
病

　
　
予
防
事
業
と
し
て
、
乳

幼
児
の
健
康
を
守
る
た
め
に

ま
た
、
医
療
費
の
増
加
抑
制

の
た
め
に
も
重
要
な
施
策
の

一
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
及
び
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
本
年
１
月

に
開
催
さ
れ
た
国
の
厚
生
科

学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク

チ
ン
分
科
会
の
「
今
後
の
定

期
接
種
に
追
加
す
る
ワ
ク
チ

ン
及
び
対
応
に
つ
い
て
」
の

審
議
の
中
で
、
平
成
26
年
度

は
水
痘
、
成
人
用
肺
炎
球
菌

の
２
つ
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
定
期
接
種
化
し
、
残
り
の

Ｂ
型
肝
炎
、
お
た
ふ
く
風
邪
、

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は

「
定
期
化
に
向
け
引
き
続
き

検
討
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
国

の
動
向
を
見
守
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　
①
健
康
づ
く
り
活
動
や

　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な

ど
、
多
く
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
？

②
学
生
消
防
団
員
に
つ
い
て

総
務
省
消
防
庁
で
も
推
進
し

て
い
る
が
勝
浦
市
消
防
団
に

学
生
消
防
団
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
？

　
　
①
四
十
歳
以
上
の
中
高

　
　
年
の
方
に
運
動
習
慣
を

定
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
生

活
習
慣
病
の
防
止
と
寝
た
き

り
や
痴
呆
な
ど
の
要
介
護
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
身
体

機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
る

た
め
健
康
ハ
ツ
ラ
ツ
教
室
の

実
施
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

成
人
を
対
象
に
体
力
・
運
動

能
力
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
事
業

は
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の

幅
広
い
世
代
に
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室
を
実
施
。
ま
た
、

泳
げ
な
い
小
学
生
を
対
象
に

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
を
実
施

し
て
い
る
。

②
女
性
消
防
団
確
保
の
要
請

を
行
っ
て
い
る
。
大
学
と
し

て
は
学
生
消
防
団
員
の
確
保

や
組
織
化
は
困
難
。

　
　
国
際
武
道
大
学
と
小
中

　
　
学
校
と
の
連
携
に
つ
い

て①
小
中
学
校
で
部
活
動
の
コ

ー
チ
や
そ
の
他
の
連
携
事
業

を
行
っ
て
い
る
が
そ
の
内
容

は
？

　
　
①
昨
年
度
は
、
三
小
中

　
　
学
校
に
七
名
の
部
活
動

指
導
者
を
派
遣
し
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
清
海
小
学
校
で

は
留
学
生
を
招
待
し
、
各
国

の
留
学
生
と
交
流
し
て
い
る
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
朝
の

登
校
指
導
、
教
授
の
講
演
会

等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
②
清
海
小
学
校
の
よ
う

　
　
な
留
学
生
と
の
文
化
交

流
に
も
っ
と
時
間
を
つ
く
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
？

　
　
②
各
小
中
学
校
で
も
国

　
　
際
理
解
教
育
を
目
標
と

し
、
異
文
化
を
理
解
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
あ

る
国
際
人
を
育
て
る
こ
と
を

目
標
に
、
国
際
理
解
教
育
全

体
計
画
を
作
成
し
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　
国
際
武
道
大
学
と
地
域

　
　
の
連
携
に
つ
い
て

①
大
学
と
地
域
の
つ
な
が
り

を
今
以
上
に
深
め
て
い
く
た

め
に
今
後
ど
の
よ
う
な
考
え

が
あ
る
の
か
？

　
　
①
大
学
と
地
域
の
交
流

　
　
会
議
を
活
発
化
さ
せ
、

広
報
か
つ
う
ら
や
Ｈ
Ｐ
な
ど

で
、
大
学
の
情
報
や
学
生
の

活
躍
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
　
②
学
生
と
地
域
の
方
々

　
　
と
の
連
携
を
図
る
場
所

を
行
政
か
ら
も
、
も
っ
と
力

を
注
い
で
ほ
し
い
が
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
？

　
　
国
際
武
道
大
学
の
存
在

　
　
意
義
は
非
常
に
大
き
い
。

も
っ
と
市
内
の
国
際
的
な
雰

囲
気
、
交
流
を
芽
生
え
さ
せ

て
い
き
た
い
。
学
校
が
何
を

求
め
て
い
る
か
、
学
生
が
何

を
求
め
て
い
る
か
、
そ
し
て

行
政
が
何
を
求
め
た
い
か
を

含
め
機
会
を
設
け
て
い
く
。

（公明党）

（新創かつうら）
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ま
せ
ん
。
土
地
の
位
置
や
境

界
は
、
代
々
言
い
継
が
れ
て

き
た
も
の
が
多
く
、
土
地
の

区
画
整
理
に
よ
り
確
定
し
た

土
地
以
外
は
正
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
次
世
代
に
正
確
な
地
籍
情

報
を
継
承
す
る
た
め
に
も
、

地
籍
調
査
の
実
施
と
必
要
性

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
お
伺

い
し
ま
す
。

 
 

境
界
の
立
ち
会
い
や
公 
 

　
　
共
事
業
で
土
地
の
測
量

調
査
等
を
行
っ
た
も
の
を
除

い
て
他
の
殆
ど
の
土
地
は
、

現
況
と
公
図
が
不
一
致
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
、
そ
の
情

報
は
正
確
な
も
の
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
地

籍
調
査
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
も
調
査
着

　
　
手
の
機
運
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
着
手
し
て
い
な

い
こ
と
に
つ
い
て
の
背
景
と

理
由
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
従
来
も
地
籍
調
査
の
着

　
　
手
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
し
た
が
、
近
隣
の
町
等

で
既
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業

の
実
態
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

調
査
の
基
本
で
あ
る
地
権
者

と
の
境
界
立
ち
会
い
等
に
、

土
地
調
査
に
つ
い
て
知
識
を

　
　
人
に
関
す
る
記
録
と
し

　
　
て
戸
籍
が
あ
る
よ
う
に
、

土
地
の
記
録
と
し
て
地
籍
が

あ
り
ま
す
。

　
市
内
の
殆
ど
の
土
地
の
記

録
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
土

地
登
記
簿
謄
本
や
地
図
（
公

図
）
は
明
治
時
代
の
地
租
改

正
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
正
確

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
を
解
消
す
る
た

め
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
、

一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て

所
有
者
、
地
番
、
地
目
を
調

査
し
、
境
界
の
位
置
と
面
積

を
測
量
す
る
地
籍
調
査
を
市

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
に
必
要
な
市
の
経
費

負
担
は
４
分
の
１
で
あ
り
さ

ら
に
そ
の
80
％
が
特
別
交
付

税
措
置
と
な
っ
て
い
る
た
め

実
質
的
な
負
担
は
５
％
で
事

業
が
実
施
で
き
、
土
地
所
有

者
の
金
銭
的
な
負
担
は
あ
り

有
す
る
職
員
が
５
名
～
６
名

程
度
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
人
件
費
な
ど
財
政
的

な
面
か
ら
着
手
に
至
ら
な
か

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
躊
躇
し
て
い

　
　
た
原
因
の
一
つ
の
問
題

と
し
て
、
調
査
に
対
す
る
市

役
所
内
で
の
人
員
不
足
に
つ

い
て
は
、
平
成
２
２
年
３
月

に
国
土
調
査
法
及
び
国
土
調

査
促
進
特
別
法
の
改
正
が
あ

り
、
こ
の
法
改
正
に
よ
り
包

括
委
託
と
い
う
新
た
な
仕
組

み
が
導
入
さ
れ
適
格
な
要
件

を
満
た
し
て
い
る
法
人
に
対

し
地
籍
調
査
を
一
括
し
て
委

託
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
一
括
委
託
に

よ
り
早
急
に
事
業
着
手
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
ご
見
解
を

お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
次
世
代
に
正
確
な
地
籍

　
　
情
報
を
継
承
す
る
た
め

に
も
事
業
着
手
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
民

間
法
人
に
も
調
査
委
託
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
の
で
前
向

き
に
調
査
研
究
を
行
い
、
関

係
機
関
と
協
議
し
事
業
に
着

手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
子
育
て
支
援
の
充
実
の

　
　
た
め
、
た
だ
ち
に
中
学

三
年
生
ま
で
に
医
療
費
助
成

を
拡
充
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
医
療
費
助
成
を
通
院
に

　
　
つ
い
て
も
平
成
27
年
度

か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
拡
大

す
べ
く
準
備
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
　
水
道
料
金
の
料
金
体
系

　
　
は
８
ｍ
ま
で
は
定
額
を

賦
課
す
る
基
本
水
量
制
が
と

ら
れ
て
い
る
が
、
二
部
料
金

制
（
基
本
料
金
＋
従
量
料
金
）

へ
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
県
内
の
事
業
体
の
動
向

　
　
を
注
視
し
、
料
金
体
系

の
あ
り
方
を
研
究
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
　
県
補
助
金
の
活
用
に
よ

　
　
る
高
料
金
対
策
が
一
刻

も
早
く
必
要
で
す
。
５
千
万

円
の
一
般
会
計
か
ら
水
道
会

計
へ
の
繰
入
れ
と
同
額
の
県

補
助
金
に
よ
る
１
億
円
の
財

源
で
、
世
帯
平
均
で
年
１
万

円
以
上
の
水
道
料
金
引
き
下

げ
を
提
案
し
ま
す
。
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

 
 

県
補
助
金
は
一
般
会
計 
 

　
　
か
ら
水
道
会
計
へ
の
繰

入
れ
が
要
件
で
す
。
一
般
会

計
の
財
政
状
況
は
市
税
や
地

方
交
付
税
の
伸
び
が
見
込
め

な
い
事
か
ら
水
道
会
計
へ
の

高
料
金
対
策
の
拠
出
は
ま
だ

出
来
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　 

県
補
助
金
を
使
っ
て
い 
 

　
　
な
い
の
は
勝
浦
市
と
鴨

川
市
だ
け
で
、
や
っ
て
い
る

市
や
町
が
圧
倒
的
で
す
。
勝

浦
市
の
一
銭
た
り
と
も
出
さ

な
い
姿
勢
は
ど
こ
か
ら
生
ま

れ
る
の
か
。

 
 

い
ろ
い
ろ
な
施
策
の
ど 
 

　
　
れ
を
優
先
し
て
や
る
か

を
考
え
た
時
に
は
、
水
道
の

高
料
金
対
策
は
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
暫
く
我
慢
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
計
画
で
は
デ
マ
ン
ド
タ

　
　
ク
シ
ー
の
運
行
エ
リ
ア

が
上
野
地
区
と
隣
接
地
域
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
と
総
野
・
勝
浦
・
興
津

地
区
の
住
民
は
ど
の
よ
う
に

タ
ク
シ
ー
を
活
用
で
き
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　
　
市
民
バ
ス
が
運
行
し
て

　
　
い
る
エ
リ
ア
を
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
エ
リ
ア

と
し
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
外

の
方
々
は
勝
浦
、
興
津
、
総

野
地
区
に
設
置
さ
れ
る
共
通

乗
降
場
所
か
ら
乗
車
し
て
、

運
行
エ
リ
ア
内
の
目
的
地
ま

で
乗
車
で
き
ま
す
。

　
　
共
通
乗
降
場
所
は
総
野

　
　
地
区
で
は
勝
浦
診
療
所

の
み
、
守
谷
、
松
部
、
川
津
、

部
原
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市

民
同
士
の
交
流
と
い
う
こ
と

で
は
使
え
な
い
場
所
が
あ
ち

こ
ち
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　
　
全
て
が
ご
希
望
ど
お
り

　
　
に
お
使
い
頂
く
に
は
難

し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

　
　
個
別
具
体
的
な
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ

ー
黒
潮
台
の
道
路
整
備
が
民

有
地
か
ら
市
道
へ
の
移
管
に

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
が
特

別
な
方
策
は
と
れ
な
い
の
か
。

　
　
何
か
他
の
方
法
が
あ
る

　
　
か
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

３

（日本共産党）
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住
定
住
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
開
設
、
市
内
活
動
団
体
等

の
活
動
支
援
、
東
京
で
開
催

の
「
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
」

や
「
西
東
京
市
民
ま
つ
り
」

へ
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
・
出
店

な
ど
沼
尻
氏
も
経
歴
等
を
生

か
し
た
業
務
を
、
勝
浦
市
定

住
促
進
協
議
会
に
委
託
し
て

行
っ
て
い
る
。

　
　
定
住
促
進
だ
け
で
な
く
、

　
　
農
林
水
産
業
、
観
光
商

工
業
、
環
境
、
福
祉
等
、
市

の
抱
え
る
課
題
や
今
後
の
取

り
組
む
べ
き
課
題
等
に
対
処

す
る
た
め
に
は
外
部
人
材
の

活
用
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
際
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
増
員
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
？

　
　
増
員
に
つ
い
て
は
今
の

　
　
と
こ
ろ
考
え
て
は
い
な

い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
協
力
隊
員
が

い
る
の
で
、
今
後
は
、
そ
の

事
例
を
参
考
に
、
調
査
・
研

究
し
た
い
。

集
落
支
援
員
に
つ
い
て

　
　
勝
浦
市
は
過
疎
地
域
に

　
　
指
定
さ
れ
、
限
界
集
落

と
い
う
言
葉
が
、
住
民
の
間

で
は
囁
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
集
落
対
策

と
し
て
、
国
の
財
政
支
援
の

あ
る
集
落
支
援
員
を
設
置
し

　
　
自
治
体
の
外
部
人
材
の

　
　
活
用
に
つ
い
て
市
の
見

解
は
？

　
　
平
成
25
年
４
月
か
ら
地

　
　
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
沼
尻
瓦
司
氏
を
１
名
委
嘱

し
て
い
る
。
ま
た
任
期
付
職

員
と
し
て
防
衛
大
学
出
身
の

防
災
の
プ
ロ
を
防
災
監
理
官

と
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
出
身
の
観

光
の
プ
ロ
を
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
班
に
、
東
京
都
庁
出

身
の
一
級
建
築
士
の
３
名
を

雇
入
れ
し
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

　
　
の
昨
年
度
の
活
動
状
況

と
活
動
の
評
価
に
つ
い
て
市

の
見
解
は
？

　
　
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ビ
ジ
タ
ー

　
　
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

て
、
移
住
定
住
の
相
談
等
の

業
務
、
広
報
か
つ
う
ら
に
連

載
の
「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」

の
取
材
・
執
筆
・
投
稿
、
移

集
落
対
策
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
は
？

　
　
過
疎
地
域
で
は
、
人
口

　
　
減
少
と
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
生
活
扶
助
の
低
下
、

身
近
な
生
活
交
通
手
段
の
不

足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
集
落
支
援
員
に
つ
い
て

は
、
集
落
の
問
題
を
み
ず
か

ら
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
市

町
村
が
こ
れ
に
十
分
な
目
配

り
を
し
た
う
え
で
施
策
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
な

方
策
と
考
え
て
い
る
が
、
市

政
協
力
員
で
あ
る
地
区
区
長

の
ご
協
力
等
に
よ
り
地
域
の

状
況
の
把
握
と
行
政
と
の
連

絡
も
図
ら
れ
て
い
る
と
理
解

し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ

集
落
支
援
員
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
。

学
生
の
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て

　
　
学
生
の
イ
ン
タ
ー
シ
ッ

　
　
プ
受
け
入
れ
に
対
す
る

市
の
見
解
は
？

　
　
学
生
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ

　
　
の
受
け
入
れ
を
し
て
い

る
千
葉
市
の
制
度
を
参
考
に
、

保
健
師
な
ど
の
専
門
職
を
対

象
に
、
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
試
験

的
に
導
入
し
た
い
。

　
　
覚
翁
寺
山
頂
に
鎮
座
す

　
　
る
勝
浦
市
忠
霊
塔
は
、

我
が
国
の
今
日
の
繁
栄
と
平

和
の
礎
と
な
り
命
を
さ
さ
げ

ら
れ
た
戦
没
者
の
方
々
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
昨
今

訪
れ
る
者
も
少
な
く
、
老
朽

化
も
激
し
い
。
忠
霊
塔
の
所

有
管
理
状
況
は
。

　
　
忠
霊
塔
は
旧
勝
浦
町
が

　
　
昭
和
30
年
に
建
立
し
た

も
の
で
あ
り
、
所
有
者
は
勝

浦
市
で
あ
る
。
現
在
は
年
２

回
、
草
刈
り
等
の
管
理
や
戦

没
者
追
悼
式
典
の
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
忠
霊
塔
の
老
朽
化
が
進

　
　
ん
で
い
る
事
や
、
遺
族

会
の
方
々
が
高
齢
化
し
、
慰

霊
だ
け
で
な
く
そ
の
自
主
管

理
や
参
道
の
草
刈
り
等
も
困

難
と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、

平
地
へ
の
移
転
も
含
め
、
今

後
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
再

考
す
べ
き
時
期
と
考
え
る
が
。

　
　
適
切
な
管
理
運
営
が
必

　
　
要
だ
。
関
係
者
と
協
議

の
上
、
移
設
す
る
方
向
で
検

討
し
た
い
。

　
　
移
設
場
所
や
移
設
費
用

　
　
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
特
に
移

設
先
は
、
高
齢
者
で
も
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
場
所
を
前
提

と
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
現
在
は
覚
翁
寺
の
土
地

　
　
を
借
用
し
て
い
る
。
市

有
地
へ
の
移
転
も
含
め
、
関

係
者
と
協
議
し
て
い
く
。
費

用
に
つ
い
て
も
、
市
の
財
政

状
態
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　
　
勝
浦
近
海
漁
業
に
お
け

　
　
る
サ
メ
の
被
害
は
年
々

拡
大
し
て
お
り
、
漁
業
者
は

対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
。
も

は
や
漁
業
者
だ
け
で
は
解
決

出
来
な
い
問
題
で
あ
り
、
行

政
と
協
力
し
た
対
策
が
望
ま

れ
る
。
現
状
、
サ
メ
に
よ
る

漁
業
被
害
に
つ
い
て
市
は
認

識
し
て
い
る
か
。

　
　
本
市
沿
岸
漁
業
に
お
け

　
　
る
サ
メ
漁
業
被
害
状
況

に
つ
い
て
、
現
在
水
産
事
務

所
や
漁
協
と
連
携
し
て
把
握

に
努
め
て
い
る
。

　
　
現
在
、
沿
岸
小
型
漁
船

　
　
漁
協
組
合
に
よ
り
サ
メ

の
駆
除
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
燃
油
代
の
高
騰
等
に
よ

り
駆
除
実
施
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
サ
メ
駆
除
に
係
わ

る
補
助
制
度
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
如
何
か
。

　
　
市
だ
け
の
問
題
で
は
な

　
　
く
広
域
的
な
問
題
な
の

で
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
国
で
は
サ
メ
被
害
対
策

　
　
に
係
わ
る
意
見
交
換
会

も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
後
手

に
回
る
事
無
く
、
国
、
或
い

は
県
と
連
携
し
な
が
ら
あ
ら

ゆ
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
？

　
　
今
後
、
県
と
連
携
し
て

　
　
対
策
を
考
え
た
い
。

　
　
勝
浦
市
沖
に
お
け
る
海

　
　
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
可
能
性
調
査
の
結
果

と
、
導
入
に
向
け
た
今
後
の

予
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
昨
年
度
に
行
っ
た
勝
浦

　
　
市
沖
の
導
入
可
能
性
調

査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
洋
上

風
力
に
つ
い
て
は
勝
浦
市
沖

は
有
望
で
あ
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。
今
後
必
要
に

応
じ
て
漁
業
関
係
者
と
の
意

見
交
換
、
調
整
を
行
い
た
い
。

（新創かつうら）

議　会　だ　よ　り(７)平成２６年８月 第１５０号



　議会はどなたでも傍聴することができます。

傍聴を希望される方は、議会事務局へお申し

出ください。

　議会だより第150号をお届けします。
　本号は、平成26年５月臨時会、６月定例会について編
集いたしました。
　詳しい内容は、市立図書館及び市役所情報公開コー
ナーに備えてあります『勝浦市議会会議録』をご覧下
さい。また市のホームページにおいてもご覧いただけ
ます。(http://www.city.katsuura.lg.jp）
　お気づきの点やご意見、ご要望がありましたら、勝
浦市議会報編集委員会までお知らせください。
　　勝浦市新官1343番地の1
　　　勝浦市議会事務局内
    　勝浦市議会報編集委員会　　７３-６６６２

◎全会一致　○賛成多数

　　　　　　　【傍聴者の状況】

　　　　　平成25年９月定例会  16名

　　　　　平成25年12月定例会  42名

　　　　　平成26年３月定例会   6名

　　　　　平成26年６月定例会  30名

第１５０号 　平成２６年８月(８)議　会　だ　よ　り

議案第１８号　 専決処分の承認を求めることについて（勝浦市税条例の一部を改正する条例

　　　　　　　 の制定について）

議案第１９号　 専決処分の承認を求めることについて（勝浦市過疎地域における固定資産税

　　　　　　　 の特例措置に関する条例の制定について）

議案第２０号 　監査委員の選任につき同意を求めることについて

  承認◎

　承認◎

　同意◎

議案第２１号　 勝浦市税条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２２号　 勝浦市芸術文化交流センター設置管理条例の制定について

議案第２３号　 勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２４号　 平成２６年度勝浦市一般会計補正予算

議案第２５号　 平成２６年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算

諮問第１号　 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

請願第１号　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願

請願第２号　「国における平成２７（２０１５）年度教育予算拡充に関する意見書」採択

　　　　　　　 に関する請願

請願第３号  手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願

発議案第４号　 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について

発議案第５号　 教育予算拡充に関する意見書について

発議案第６号�手話言語法制定を求める意見書について

可決○

可決◎

可決○

可決◎

可決○
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採択◎

採択◎

可決◎

可決◎
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